
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       ＨＰアドレス http://www.kita9.ed.jp/kirigaoka-j/ 

＜校訓＞ 

「自主」自ら学び正しい行動ができる生徒 

                      「明朗」明るくあいさつできる元気な生徒 

                      「努力」くじけず目標に向かって頑張る生徒 

 

 

 

１ 学校の教育目標 
人権尊重の精神を重んじるとともに「生きる力の育成」を目指し、「確かな学力」、「豊かな心」

と「健やかな体」を育む教育の充実に努める。 
 ＜校訓：具体的な生徒像＞ 
 ○「自主」＝ 自ら学び・考え、主体的に判断し、正しい行動ができる生徒 
 ○「明朗」＝ 明るく元気な生徒 
 ○「努力」＝ 困難にくじけず、自分の目標や夢の実現に向かって頑張る生徒 
 

２ 平成３０年度の重点目標 
「確かな学力の向上」、「心の育ちの推進」、「子どもの特性を伸ばし、意欲を高める教育」に重点
的に取り組み、信頼される学校づくりに邁進する。 

 

３ 重点目標達成のための具体的な取組 
（１）重点１「確かな学力の向上」 

○組織的・計画的な学力向上の取組 
・チャイム席、環境整美の指導を含む授業規律の徹底 
・「授業五則」①時間厳守 ②礼儀 ③場を整える ④姿勢を正す ⑤目で聴く 

○家庭と連携した生活習慣、学習習慣等、「学びの基盤づくり」の充実 
・自主学習ノート「霧中ノート」の活用  ・英検や漢検等発展的な学習の取組の推進 

（２）重点２ 「心の育ちの推進」 
①自己実現を目指す積極的な生徒指導の推進 
○組織的・機動的な生徒指導体制の確立 
・生徒会執行部や専門委員会活動の活性化を図った生徒会活動の一層の充実 

○思いやりの心の育成や規範意識の醸成 
・「学校生活三則」 ①時間を守る ②挨拶をする ③服装と頭髪を整える 
・「道徳の時間」の充実による道徳教育の活性化 
・ソーシャルスキルの育成等、人間関係づくりを基盤とする学級活動の推進 

○共感的な生徒理解に立つ学級づくりの推進 
・学級がひとつになるための「学級集団づくり」の促進 
・教室掲示物の充実他、学習環境の整美 

②確かな人権感覚をはぐくみ、人権意識の高揚を図る人権教育の推進 
○人権尊重の精神に基づく、一人一人を大切にした学級づくりの推進 

   ・「新版いのち」、「明日への伝言板」等、人権教育教材を活用した人権教育の推進 
（３）重点３ 「子どもの特性を伸ばし、意欲を高める教育」の推進 

○特別支援教育の推進 
・全校体制による特別支援学級の指導の充実 

○望ましい勤労観・職業観を育成するキャリア教育の推進 
○日本の伝統と文化を尊重する教育の推進 

（４） 信頼される学校づくりの推進 
○「霧丘中学校学校支援地域本部事業」の推進と地域・保護者等への周知の徹底 
○小中一貫・連携教育の一層の推進（教員相互の授業参観、教員合同研修や情報交換、中学校
体験授業の実施等） 

○学校評価（自己評価と学校関係者評価）の充実 
○ＰＴＡ行事や地域行事への参加等による保護者・地域との一層の連携 

  ○学期に２回、年間６回程度の授業参観日（体育大会や合唱コンクール等）の設定 
  ○学校通信や学年・学級通信の発行と学校ホームページの充実 
  ○積極的な家庭訪問による家庭との連携強化 
  ○生徒・保護者・地域に対する「親切・丁寧」な挨拶や対応 

 

北九州市立霧丘中学校 学校通信 

われら若者 ＮＯ，９０ 

平成３０年４月２７日 校長 篠崎政義 



                  

    きりがおか日誌   － 霧丘中学校の行事や日常生活の話題です － 

 

１ １学期の土曜日授業（授業参観）とＰＴＡ総会を開催しました！ 

４月２１日（土）の土曜日授業参観の後、年に１度のＰＴＡ総会が行われました。

総会の中では、平成２９年度の会計報告や事業報告、平成３０年度の予算案や活動予

定が審議され、今年度の活動概要が可決されました。また、ＰＴＡの新役員について

も次のとおり決定しました。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

２ 「あなたの夢を語ってください・・」 3年生 校長との個人面談スタートしました！ 

   「あなたの夢は？」と尋ねられてすぐに答えられる人は 

  そんなに多くはないかもしれません。それでも 15 歳にな 

り自分の将来と向き合って過ごさなければならない 3 年生 

にとっては、これは逃げ回ってばかりもいられないテーマ 

です。そこで 1 学期中に校長は 3 年生一人一人と面談しま 

す。夢が見つからない人でも、この機会に自分と向き合う 

ことに意味があります。いざ来たれ、若者よ！ 

３ 「読書は心の栄養」 全校一斉に「子ども読書の日」を取り組みました！ 

             ４月２３日は、「子ども読書の日」として、子どもたちの読 

            書活動についての関心と理解を深めるため、全国の学校で取 

            組が行われます。今年は 1 週間の朝読週間のあとを受け、23

日（月）１校時に全校一斉読書、そして 2 校時には、「おすす

めの本を紹介しよう」と題して、ＰＯＰ（本の紹介カード）

づくりにとりくみました。どのクラスでも取組は真剣そのも

の。優秀作品は秋の文化学習発表会で展示されます。 

 

 私は去年の体育大会を見に行きました。中学校の体育大会は小学校に比べ競技も増え、とて

も楽しそうなものばかりでした。それに一つ一つの競技を全力で行い、全力で応援するかっこ

いい先輩の姿も見ました。そんな先輩にあこがれて、「あんなふうになりたい。」と思いました。

(中略)私は中学校生活では勉強とあいさつと人の話をしっかり聞くということを頑張りたいと

思います。全校集会で話す先生のほとんどが、霧丘中学校はあいさつがすばらしいと言ってい

たので、私も霧丘中学校の生徒としてはずかしくないようなあいさつをしたいと思いました。

人の話をしっかり聞くということは、ただ聞くだけだったらまだ小学生レベルなので、これか

らは目と耳と心で聞きたいと思います。 

（ふれあい合宿説明会で保護者・生徒を前に発表した 1年 2組 大石恋那さんの作文より） 

※個人情報に付き掲載は控えさせていただきました。 


